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研究討議 学校で民主主義を教える 

間を漂う教師－クリティカル・ペダゴジーの議論から－          市川 秀之 

討議する道徳と民主主義－討議倫理学に着目して－              藤井 佳世 

ドイツにおける政治教育の選択肢－民主主義を生きる、守る、改革する？－ 

              近藤 孝弘 

研究討議に関する総括的報告                 藤井 千春 ／ 上野 正道 

  

課題研究 「教育」と「主体（性）を再考する－「保護」でもなく「排除」でもなく、 

「包摂・統合」でもなく「解放」でもなく－ 

見られ聞かれない者たちはいかに主体化するのか 

－ハンナ・アレントにおける「社会的なもの」の政治的可能性－      石神 真悠子 

法のなかの「子ども」－権利を持ち、制限される存在－           土屋 明広  

「設計的教育観」を問い直す                           森岡 次郎 

課題研究に関する総括的報告                  野平 慎二 ／ 室井 麗子 

 

論文 

 ニーチェにおける「自然」と「教育」                      今井 康雄 

 「無媒介の媒介」と主体性の哲学 

－中井正一による京都学派との対決の意義                 川上 英明 

 

エッセイ 

多層的信仰のシステムと道徳教育                         林 泰成 

 

教育哲学を考える 

 ポストトゥルースと教育哲学                         平石 晃樹 

 

研究状況報告 

 アイロニー・演劇・主体－コミュニケーションと教育・再考－ 

    渡辺 哲男 ／ 粕谷 圭佑 ／ 中谷 森 ／ 渡辺 健一郎 

 分析的教育哲学最盛期の哲学者たち－R・S・ピーターズと M・ウォーノック－ 

      三澤 紘一郎 ／ 渡邊 福太郎 ／ 髙屋 景一 

「教育と政治」という交差点－規範をめぐる語りの諸相－ 

                  高宮 正貴 ／ 杉田 浩崇 ／ 田中 智輝 ／ 小玉 重夫 

 

教育哲学会の現在 

次世代育成企画「〈若手〉と語るキャリア形成」報告 

    第三期 次世代育成企画委員会：杉田 浩崇 

 

 



書評 

 荒井宏祐著『よみがえる教育 自然界教育－ルソーの自然界思想と自然界教育を軸に－』 

                                      岡野 亜希子 

 吉田敦彦・河野桃子・孫美幸編著『教育とケアへのホリスティック・アプローチ 

－共生／癒し／全体性－』                           伊藤 博美 

 山本正身著『江戸教育思想史』                         西平 直 

 

図書紹介 

 オノラ・オニール著、髙宮正貴・鈴木宏・櫛桁裕哉訳 

『正義と徳を求めて－実践理性の構成主義的説明－』              塚野 彗星 

 エリオット・W・アイスナー著、池田吏志・小松佳代子訳 

『啓発された眼－教育的鑑識眼と教育批評－』                  松下 良平 
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